































I have analyzed two cases of land struggles of palm oil companies belonging to Wilmar 
Group in West Pasaman Regency, West Sumatra, Indonesia. The topics of discussions are 
as followings: the legitimacy of development of Communal Land of the Minangkabau 
Matrilineal society, social relations of the parties concerned the struggles, and hegemonic 
relation of the workers in oil palm plantations. 
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ク・クーン・ホン氏 1950 年生まれ。 シンガ
ポール大学ビジネス経営学科卒。もう一人は、
インドネシア、トバ・バタック人マルトゥ
ア・シトルス氏 1960 年生まれ。 メダンの

















447 億ドルであり、利益は 16 億ドルである。 
2006 年時点でインドネシアとマレーシア
に 573,405ha の土地を所有している。2006 年







ニ リ バ ー （ The Anglo-Dutch Company 
Unilever）は全世界のパームオイル需要の
3％を消費する最大の企業である。 













































































































を 農 民 に 与 え る よ う、 意 見 書 （ Surat 
Keputusan）を出し、農民側の主張を正当化
した。 
2003 年、ゲルシンドは 200ha を供与するこ




















に、参加農家は KKPA（開発資金融資 Kredit 
Koperasi Primer Anggota)を利用した。リン
クン・アウルには 1989 年創設の KUD（デサ協
同組合）が二つあり、その下に農民組合(KT, 
Kelompok Tani)があった。94 年、１ha 当た
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